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「 落 葉 」

●お知らせ (第 26回」A祭 )・ JA日 立市多賀サッカー教室

第13回 JA日 立市多賀親睦ゴルフ大会が開催される

台風18号 による水害被害支援募金報告

●よかっぺまつリヘ参加・女性部活動 (手芸教室・健康体操教室 。研修旅行)一

●不動産管理センターのもっと役に立つ基礎知識・JA共済

●JA教育ローン・提灯供養祭

●農業応援定期

●農業応援割引キャンペーン

(福島県南湖 )

鈴木 貞一 氏 撮影

●理事会だより 'お知らせ (JAゆめたが)
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お|‐知1薇 |セ

路
咤
踪

平
成
二
十
七
年
十

一
月
二
十

一
日

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

場
所
　
多
賀
市
民
プ
ラ
ザ
広
場

「

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
★

鼈
、

一腱
贔
珈
椰

去
る
、
九
月
二
十
六
日
（上
）
に
、
当
Ｊ
Ａ

主
催
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

六
チ
ー
ム

一
二
三
名
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｊ
リ
ー

グ
ニ
部
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
約
二
時
間
の
練
習

を
こ
な
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
次
世
代
対

策
の

一
環
と
し
て
今
後
も
地
域
に
根
ざ
す
取

り
組
み
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

去
る
、
十
月
七
日
（水
）
日
立
市
高
鈴

Ｇ

・
Ｇ
に
於
い
て
、
第
十
三
回
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
晴
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
中
、
組
合
員
の

み
な
さ
ま
百
三
十
八
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
、

親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
岩
田
秀
邦

様
が
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
部
工
務
店
様
を
は
じ
め
多
賀
土

木
様
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
各
連
合
会
、
な
ど
の

協
賛
に
よ
り
、
数
多
く
の
商
品
を
準
備
し
、

Ｊ
Ａ
ら
し
く
、
お
米

・
果
物
等
を
取
り
揃
え
、

参
加
者
全
員
に
順
位
賞
と
し
て
お
配
り
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
ゴ
ル
フ
を
通

し
て
親
睦
を
図
る
機
会
を
企
画
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

ジャンケン大会の様子

―咤蝙蛉鶉繹陵腋颯鰺蝙絋憫袋憮嘔脩鰈軋驀

鼈鳳山袂瘍儡又釉≫軋馘釉洟豊螢晰輻鼈輻鰤飩了腋辟鋏殷瘍釉摯

彗様のJ場を
（土
）
（雨
天
決
行
）
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轟機機 赳票響簸

予
夕
||

機警

等
難

九
月
十
二
日
（土
）
第
四
十
二
回
よ
か
っ
ぺ
ま
つ
り
に
日
立
市
多
賀
農
業

協
同
組
合
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
カ
ッ
ト
フ
ル
ー
ツ
ア
イ
ス

。
さ
つ
ま
い
も

・

栗
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
長
蛇
の
列
が
で
き
る
時
間
帯
も
あ
り
、
大
盛

況
で
し
た
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
茨
城
の
農
産
物
を
販
売
す
る

こ
と
で
Ｊ
Ａ
日
立
市
多
賀
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

多
く

の
組
合
員
及
び
地
域
住
民

の
皆
様
に
ご
来
場
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

今年度 4回目になります、健康体操教
室を行いました。前回の教室より日にち
があいたせいか、皆様にぎやかに明るい

声が聞かれました。今回は 35名の参加
でした。始めに発生練習、そしてヘルス

体操では、仰向けでストレッチ、患を整

えながらの運動ととてもリラックスしな
がら行つておりました。とても気持ちが
いいわ と言う声が聞かれました。その
後ツボ押し体操を行いました。音楽に合
わせテンポよく指、手と動かしています。

手話では毎回行つております、『ぶ、るさと』
『明日輝くために』と行いました。皆様
無理なく来月も行えたらと思います。

今年度の手芸教室は、初めての試み

で編物教室を行いました。こ指導に石

崎先生と 2名の先生にお願いして、計
6回を予定しております。9月 に2回

行いました。それぞれ希望の色、形を

選び、こ自分のペースで進めており、

お話しながらも手は動かし、わからな

いところは先生に指導していただきな

がら、初心者の方も行つております。

あと2ケ月、4回を予定しております。
12月 に行われます、展示会には皆で

出品できるよう完成を目指して頑張つ

ているところです。

研1修1旅術
8月 2日 ～ 3日 県北地区
3」Aになつてはじめての研修
旅行わM〒われ参加してきました。
各地区を回り全員乗車はフ :

20、 最初の見学先である河口
湖畔の久保田―竹美術館に向
かいました。
そこは本館、お庭、ギャラリーと三位一体
となリー竹作品をさらに引き立たせる工夫が
されていたことと作品の色の深さと重みにわ
たしは魅了されました。お昼は山梨の郷土料
理である「ほうとう」をいただき、視察先で
あるあさぎリフードバークヘ。広大な敷地の
なかにイベント広場を囲むように6か所の工房

が点在し見学だけでなく
体験学習もできるように
なつており家族連れでに
ぎわっていました。夕方
早目に宿に到着 1日 目の
疲れを温泉で癒しました。

2日 目は身延山久遠寺に参拝、早朝のせい
でしょうか荘厳さ静けさピーンと張りつめた
空気の中で心地よい緊張を味わいました。私
たち 5人はお盆も近い事からこ先祖様におも
いをはせ、お供え菓子を購入しました。最後
は童心にかえって古え(いにしえ)の時代を思
い起こさせる大丼川 SL鉄道に乗車、□―力
ル色豊かな車内は SLマニアのカメラマンと
子どもたちで賑やかでした。
帰路では第二東名をバスの窓を開けて走る
というおまけもつきましたが収穫多い研修旅

寧
.は

豪叢

汐
機癬難‐:

鰺掌

ヽ R綺濶雉鰊・‐‐・

隋‐躙1鼈1鰊1鋏1隋 炸 鯰 薇 蝙

参加された女性部の皆さん 参加された女性部の皆さん行でした。 野崎 文子
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敷 地 が路 jl状 部分 の み に よ
`,て
遺 lfに ,す る

場 合 、幅 員 (W)`よ 2n■ 以 ●必 要 で す が 、路 lLl人
部 分 の 長 さ (1´ )|こ よ り幅 員 (W)に 制 」(を 加|え
て い る場 合が あ ります。 この路 lL,大 部 分 の 長 さ

に
'寸

する幅員 についての制限 は、地方公共 日l llk

によってす(な ります。

前

“

ittl rが4n■ 来ltの とき、建物 を建 てる とき

(‖i築 建替 え)に は、建物や 円 ″:等 は迫路 の
中心線 71ヽ ら21■ の ところまで 4佐 ,■ し́なけれ ばな り

ま
'ん
(モ ントバ ツク)。 この道路 は、一般 に 2

」l ii riと ょ |ぎオt、 建築 1き工|ツミが遺 ,■ さオ■る よう
にな
`,た
際、現 に建物が建 ち並 んでい る中1員 4n]

来 ,:晰 の道路 につ いて、1■定行政庁が道 路 と して

l旨定 した もので す。

並 12五塞望LJ    ttλウ
`:甘

r[F〃I彙
1厳

flkレ)tttti
/     〇   道路境界線があるとみなされます( 方後i■ ).
/      〇

?籠轟轟事蕊お
にポご‖警きTttIえ

で
]Whィ

―
―
―
―
―
―
，
―
―
，
，
“

―

―
―
‐
　
―

，
　
　
　
　
　
“

1癬猟FMI歩

あ
な
た
の
お
持
ち
の
土
地
は

建
築
基
準
法
に
規
定
す
る

道
路
に
適
法
し
て
い
ま
す
か
？

道
路
が
あ
っ
て
も
必
ず
建
物
を
建
築
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
建
築
す
る
に
は
、
敷
地
が
建
築
基
準

法
上
の
道
路
２

ｍ
以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
道
路
の
種
類
や
そ
の
幅
員
な
ど
、
建
築
基
準

法
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
よ
く
調
べ
ま

し
よ
つヽ
。
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iぉ借、alt、 4月 1日および Cヽ島 tこの基準利車1短跳プライムし―トナによサ、年2撃0見軋 trTぃ o'1■ 電の議定蒸努熙め翌日よJ

鑽馬摯率を変更・・●し

'す

・ 中 ヽ       1疇

・鐵諄a触融額躍観爾臨 摯バ‐ λ爾犠爛爾C奪鬱磯鱚 調騒熙魔:‡購

-
◇僣入時の年難が濃20歳以上

◇最終使還時議71議未満

◇年叡200万 R以上(正組合員は150万 円以上)

◇壌饉 設に織響 定裁 は就学中の子弟を有し、扶養している方

お使い潟ち

◇入学金や授業料、アバート家賃など様々な数育資金に幅広くご利

露できます.

麟

◇10万円以上500万円以内幡要額の範国内)

J融資難聞

◇最姜13年6か月以内(ただし、在学期間+7年 6か月以内)

ご返済方法

◇元尉均等返済(ボーナス併周返済可)

保 護
◇茨城県農業信需基金協会への保証料が(年 059もキー律

保護料02%)が必要となります。
撻 保
◇無担保

涙 ∬重勝多質 :

OA日 立市多質 本鷹  TEL 0294-33-0048
水木支店 TEL 0294-52-2216

HP tt t,V=暉 :し―ia or ipr7,a′ t.● a′

茨城 県 日立市 多賀町 1-12-10

1ぶ
一
講

■
:鳶 ‐■・

`}

露
●

じ八 日立市多賀

旨様のお宅に、処分に困つている提灯はこざいませんか?

この度、」A日立南部葬祭場にて、提灯供養祭を行う事となりましたので、是非こ利用下さい。

丁重にこ供養させて頂きます。

0当日受付 :AM 9:00～ 11:00

0供整試凛F AMll:30～12:00
・ ―

軍 旺 肩 (饉費 )
どヽ J三ゴ会員は無料です。
ヽこ注意 :提灯の電球ははすしてしヽただ

きますようお願い致します。

α2ゝ Jクラブ
覇k日立臨部葬祭場

僣多贅協霧サー叡
T31'1235 日立市茂宮驚770
TEL●294-54-1494
凛麒0294-54-1594
面 0120-373-394

難 品を轟



平成 27年 11月 発行 ム J A た  が 第 183号 (6)

賀 E歴 8

●

(調観)

●

「
1‐ 100万円お預入れことに

fさらにJ JA日立市多賀の購買店舗で使える

む預けいただいた農業応援定期貯金総額のQ05°/orE当額を当織識 ■|
農業者の応援(」A目立1磯 業応援基金)等il提供|しま魂

■ざ

…
11:11

蛹一■∴ 哺

勒悩

《注意事項》●金利は初EDI満期日まで適用します。満期日(自動継続日)以後は、その時点での店頭表示金利を適用します。中途解約された場合.

当組合所定の中途解約率が適用されます。●1,000万円以上の預入の場合1ま、1,000万円未満に分割をお願しヽしてしヽます。●個人のお客様の
みご利用になれます。●この「農業応援定期」!ま農水産業協同組合貯金保険機構による貯金保険制度の対象であり、同保険の範囲内で保護され

ます。●一定額以上のこ利用の場合は、准組合員加入をお願しヽしています。●期間中であつても、金融情勢等によつては、予告なしに金利の変

更や取扱を中止する場合があります。●利息に復興特別所得税が適用され、20315%(国 税 15.3150/●・地方税 5%)の分離課税となります。

¨

畔
書
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秒ア: |

貯‐n_」13oo日円ヨ醐]]

1氏名、電話番号を記載のうえ、
農薬等)を |こ購入頂いた代金の

※正組合員および1正組合員家1族の方が対象となります6

||クラノヵ一ド併用不可、割戻限草額10万円ヽ

使用した方がお得です。 この券 |よ 」Aたが 9月号に掲載されております。

この券についてのお問合せは

経済課 神山 (丁EL 33-0187)水本支店 (TEL 52-2216)へどうぞ。

|ル髪霧″
1朗|1暉1軍物

“

ま|"1.11
この券は来年 1月末まで使用できます。この券を持参されて、経済店舗、

水木支店で農業資材をこ購入された場合、お支払頂いた金額の 10%を

来年 2月以降に、正組合員様の貯金□座へ振込みさせて頂きます。

Jクラブ使用ですと 5%害」引ですので、「農業応援害」引クーポン」券を

I
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咸●
畿 醸

議   畿   鬱

9月 22日より新名称である「JAゆめたが」の看板を設置しました。

新鮮な農産物を取り揃え地域の皆様のこ来店を心よりお待ちしております。

がA

理
事
会
だ
よ
り

日
　

時

　

平
成

二
十

七
年

八
月

二
十

八

日

（金

）

午

後

三
時

場

　

所

　

本

店

二
階

小

会

議

室

鐵

協

議

事

項

鞭

①

日
本
銀
行

の
被
災
地
金
融
機
関

支
援
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用

し
た
茨
城
県
信
連
か
ら
の
再
借

人
に
つ
い
て
（案
）

②

「
Ｊ

Ａ

マ
イ

カ

ー

ロ
ー

ン

マ
イ

カ
ー
購
人
支
援
プ
ラ
ン
」
実
施

要
領
お
よ
び

「
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー

ン
教
育
資
金
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」

実
施
要
領
に
つ
い
て
（案
）

③

平

成

二
十

七
年

度

下

期

対

策

に

つ
い
て

④

組
織
再
編
の
必
要
性
に
つ
い
て
（案
）

０
そ
の
他

醸
報
告
事
項
勒

０
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

②
平
成
二
十
七
年
度
上
期
決
算
に

つ
い
て

③

平
成

二
十
七
年
度
多
賀
協
同
サ
ー

ビ
ス
上
期
決
算

に
つ
い
て

０

コ
ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
取

り
組

み
状
況

に

つ
い
て

⑤

Ｃ

Ｃ

Ｓ
定

期

確

認

該

当
件

数

に

つ
い
て

⑥

事
務

ミ

ス
等

の
発

生

状

況

に

つ

い
て

σ
貸
付
金
に
つ
い
て

６
そ
の
他

日
　
時
　
平
成
二
十
七
年

九
月
十
四
日
（月
）

午
後

一
時
三
十
分

場
　
所
　
本
店
三
階
小
会
議
室

鞭
協
議
事
項
籐

は
組
織
再
編
の
必
要
性
に
つ
い
て
（案
）

０
そ
の
他

驀
報
告
事
項
罐

０
そ
の
他

日
　
時
　
平
成
二
十
七
年

十
月

一
日
（木
）

県
常
例
検
査
講
評
終
了
後

場
　
所
　
本
店
二
階
小
会
議
室

癬
協
議
事
項
驀

①
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
２

Ｈ
Ｌ
保

証
型
）融
資
要
項
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（案
）

③
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
保
証
型
に

か
か
る
融
資
要
項
等
の

一
部
改

正
に
つ
い
て
（案
）

④
組
織
再
編
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

６
そ
の
他

鞭
報
告
事
項
勒

①
平
成
二
十
七
年
度
上
期
監
事
監

査
報
告
に
つ
い
て

②
全
国
監
査
機
構
財
務
諸
表
等
監

査
に
つ
い
て

Ｇ
部
門
別
実
績
に
つ
い
て

“
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

６
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

“
そ
の
他

醸  轟  藁簸警

筋蜀


